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○ 組織・体制

○ 沿革

S13年～

S24年

S55年～

・ 職域病院として逓信省時代に設立

・ 逓信省の二省分離 （郵政省は8病院を承継）

・ 会計検査院等の指摘により一般開放実施

《経営理念》

現在の持てる経営資源を最大
限に活用し、地域医療ニーズに応
えた良質な医療を提供する。

１ 逓信病院設置状況

１
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２ 病院を取り巻く環境

民間等病院経営 ･････ 厳しい状況が続く

■ 全国公私病院連盟、社団法人日本病院会
の調査によれば70.9％の病院が赤字経営

(注) 全国公私病院連盟、社団法人日本病院会に加
盟・加入している病院に調査依頼し、黒字、赤字状況項
目について回答のあった836病院について集計

出典：全国公私病院連盟、日本病院会「病院運営実態分析調査」(2019年6月期調査)

診療報酬・薬価基準改定率の推移 単位：％

診療報酬本体改定率 薬価等改定率 全体改定率

２００６年度 ▲1.36 ▲1.80 ▲3.16

２００８年度 0.38 ▲1.20 ▲0.82

２０１０年度 1.55 ▲1.36 0.19

２０１２年度 1.379 ▲1.375 0.004

２０１４年度 0.73 ▲0.63 0.1

２０１６年度 0.49 ▲1.33 ▲0.84

２０１８年度 0.55 ▲1.45 ▲0.9
２０２０年度 0.55 ▲1.01 ▲0.46

２
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（１）現 状

逓信病院の現状

臨床研修医制度に伴う大学医局所属医師不足による医師の引き

上げ、医師の地域偏在、診療科の需給不均衡等により、医師確保

に苦慮しており、そのため医師不足等による患者減少傾向に歯止め

がかかっていない状況。

地域連携や病床機能の転換、人間ドック受検者増等の患者等を

増加させる対策に取り組んでいるが、2020年2月以降、新型コロナ
ウイルスの影響もあり、２０１９年度の医業損益は▲３３億円（３逓信

病院）の赤字となっており、厳しい経営状況にあると認識。

逓信病院経営上の課題・問題点

医療制度改革の影響

■医療費適正化に向けた取組み(社会保障費低減)

■医療・介護・予防等が切れ目なく提供できる
地域医療体制づくり
（地域包括ケアシステムの構築推進）

■2025年に目指すべき医療提供体制の実現
（都道府県単位での地域医療構想の策定）

逓信病院が抱える問題点

■施設・設備の老朽化への対応

■中小規模病院に求められる地域医療ニーズの
変化への対応

■医師不足への対応

外部環境の変化

■少子高齢社会に伴う疾病構造の変化

■病院と介護施設等のグループ経営による患者
囲い込み進展と競争激化

■新型コロナウィルスの影響による患者数の減少

（２）課 題

３ 逓信病院の現状と課題

３

損　　　益 入院患者数 外来患者数 逓信病院数

２０１３年度 ▲５７億円 ３１万人 ８７万人 １４病院

２０１４年度 ▲６０億円 ３０万人 ８３万人 １４病院

２０１５年度 ▲５２億円 ２８万人 ７３万人 １１病院

２０１６年度 ▲５５億円 ２７万人 ７１万人 １０病院

２０１７年度 ▲４８億円 ２４万人 ５８万人 ７病院

２０１８年度 ▲５３億円 ２０万人 ５４万人 ６病院

２０１９年度 ▲３３億円 １６万人 ４０万人 ３病院
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４ 2019年度 逓信病院経営改善に向けた主な取組み

４

○ 医業収益向上のための施策

・ 地域連携活動、患者増対策

医師による地域医療機関への訪問（全病院）、地域に向けた公開講座、健康教室の開催（全病院）

地域包括ケア病棟の円滑な運用による紹介患者の受入、ベッドコントロールによる入院患者増（広島）

地域包括ケア病棟の設置（東京）

社員利用率向上施策の実施（全病院）

・ 専門性を活かした診療

「東京都がん診療連携協力病院」、「東京都難病医療協力病院」の指定を受け、がん治療、難病診療の

取組みを強化（東京）

肛門外科、肛門内科の患者増への取組みとして仙骨刺激療法等を実施（京都）

整形外科、リハビリテーション科標榜による整形外科領域診療の強化(京都）

下肢静脈瘤手術新手技(血管内接着材治療）の実施（広島）

・ 単価アップ策

取得可能な施設基準の届出、入退院支援の推進（平均在院日数短期化）による単価アップ

○ コスト管理の徹底

・ 医薬品一括購入により医薬品購入経費の削減

・ 診療材料の購入経費削減の為、共同購買組織（日本医療共同購買機構合同会社）に加盟（東京）
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５ 2020年度 逓信病院経営改善計画

概要
2020度の逓信病院の経営計画の推進に当たっては、地域の医療需要の変化等を踏まえ、地域医療に貢献できるように医療の質を向上す
るとともに、2020年度診療報酬改定、第7次医療計画・第３期医療費適正化計画を踏まえた経営改善を実施する。
また、本社病院管理部においては、逓信病院と連携を図りながら、病院個別の経営環境や経営上の課題等を踏まえ、効率的な経営を推
進する。

•地域の医療機関との連携を推進し、地域のニーズを踏まえた
医療サービスを提供
•2020年度診療報酬改定対応（施設基準の取得、見直し
等）
•人間ドック等受検者増対策、救急患者の受入体制、リハビリ
テーションの充実等病院の機能に応じた増収策の実施
•診療データ活用による経営課題の分析、数値目標による経営
管理
•業務の効率化、適正かつ効果的な人員配置及び医療機器
等の保有資産の有効活用等による効率的な経営の推進

① 医業収益向上の推進、経営効率化

•チーム医療を推進するとともに、クリティカルパスの活用を推進
•地域の医療従事者を対象とした研究会等の開催
•研修の充実等（認定看護師資格取得支援、看護師役職
者機能向上研修の実施）

② 医療の質の向上

•ＩＡ報告の徹底、報告事例を活用した防止対策の情報共有等によ
る医療安全対策の一層の充実
•院内感染対策に関する研修、職種横断的な取り組みの推進
•SBAR(※)等を用いた的確なコミュニケーションの強化

③ 安心安全な医療の提供

•ＣＳ委員会等により課題検討すると共に、必要なサービスの改善
•地域住民等に対する疾病に関する公開講座や勉強会等の開催、医
療（治療）内容に関して相談しやすい体制及び環境整備
•利用者拡大に向けたＰＲ策強化（地域コミュニケーション誌等）

④ 患者目線の医療の提供

•内部統制の充実・強化を図るため、コンプライアンス自己点検、本社に
よるモニタリングの実施、内部監査指摘事項の是正等
•現社員のほか、新規採用者や委託業務に従事する社員等に対する
研修等の実施
•労働時間の適正管理の徹底

⑤ コンプライアンスの徹底

※SBAR
Situation(状況)、Background(背景)、Assessment(判断)、Recommendation(提案) の4つの要素を
意識して伝える事により、緊急時に簡潔に漏れなく報告を行うためのツール

５


